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　今年の春場所、すごかったですね。そも
そも普段相撲は見ないのですが、例によっ
てゼンロクされていた千秋楽を一通り見て、
ちょっと感動しました。そもそも無観客で
行われたのですが、無観客なのに裏方さん
が沢山いることに驚きました。客席こそ空
ではありましたが、通路にはぎっしりと関
係者がいて、こういった催しを実施するこ
とががいかに大変なのか、まざまざと感じ
取ることができました。最後に八角理事長
があいさつする場面。原稿の冒頭、「本日
...」と言いかけたところで突然口をぎゅっ
と結び、手にした原稿を凝視しながら、一
瞬カメラを睨むようにして黙り込むこと約
10秒。その後「千秋楽を迎えることがで
きました」と続いていきました。
　他の様々な舞台や大規模イベント、興行
などがことごとく自粛する中、「迎えること

ができた」という文字列が目に入った途端、
最後まで無事に開催できたんだ、という実
感が湧き上がり、感極まってこのままでは
いかんと思ったのでしょう。その動揺を表
に出すまいと、ギュッと口を結んだ姿がな
んとも人間的で、印象深い場面でした。今
回の無観客試合にこぎつけるまでの様々な
困難・課題、そしてそれらに対処してきた
日々。ここで罹患した力士を出してしまっ
た時、何を言われるかを考えると、薄氷を
踏む思いだったのではないかと思います。
実際裏方さんのあの人口密度と人数を見た
時に、観客にこそ配慮はすれ、関係者にと
っては三条件を満たした環境だったのでは
ないでしょうか。関係者が感染するリスク
をおかしてでも春場所実施を選択したわけ
ですから、covid-19がいかに深刻かを踏
まえた上で賭けに出て、無事に千秋楽を迎

えるという勝利を手にし、感涙にむせばな
い方がおかしいぐらい。それをぐっとこら
えて、何事もなかったかのように淡々と原
稿を読む姿にしびれました。
　今回の春場所は一般の来場者に対する配
慮ということで無観客試合になったのかと
思います。同様の施策は他のプロスポーツ
でも実施されており、実施しないよりは無
観客でも実施という一つの判断が出ている
と言えます。まあしかし、大量の観客がい
るから目立たないだけであって、実際には
無観客の試合であっても、それなりに沢山
のスタッフがその試合を支えており、加え
て取材陣や中継スタッフなども加えると、
そもそもこれら関係者にとっては三条件が
成立する現場に突っ込まれることになるわ
けです。幸い不特定ではない多数でしょう
から、なんらかのスクリーニングによりリ
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　リモートワークで自宅作業してる関係上、そもそもあまり外に
出る機会もないため、ヒゲを適当に伸ばしてみることにしてみま
した。復活の日ごっこというところです。最初は髪の毛も伸ばし
放題にしてたのですが、流石にこちらの方は面倒なのでやめまし
た。一方ヒゲの方は、従来のアゴ部分に加えて口ひげ部分を伸ば
してみました。
　今までなんでカイゼルヒゲはあんな形をしているのだろうと思
ってたのですが、実際にヒゲを生やして生活してみると理由が分
かりました。衣装を着て生活してみるという黒澤監督のメソドロ
ジーの正しさを図らずも確認できた感じです。
　実際には顔の肉付きとか唇の形、ヒゲの生える方向によって違
うのかもしれませんが、すくなくとも筆者の場合、唇の両端部分
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に伸びてきた口ひげがあたって、ちょっとザワザワします。さら
に飲食の際、ヒゲが積極的に絡まってくるのです。カイゼル髭の
あの形のポイントは、唇の端、口の中にヒゲが接触・侵入してこ
ないように形を整えるということのようです。見た目の問題もあ
るのでしょうが、実用上結構重要かもしれません。一方で、「お
ちょこ」は口ひげと干渉しないサイズになっており、非常に合理
的です。
　口ひげにおけるもう一つの問題は、鼻をかんだ場合、鼻水が口
ひげの鼻孔直下部分にこびりつくというか染み込むというか、と
いう状態です。これがなかなか拭き取りきれず、結構やっかいで
した。一方で紙との接触をヒゲが担当してくれるため、アブラを
紙に吸われることもなく、たくさん鼻をかんでも鼻の下がヒリヒ
リしないのは意外と便利でした。まあでも、鼻水コーティングの
方が厄介で、総合評価はマイナスと言ったところでしょうか。こ
れが極寒の地であれば、呼気による凍傷問題とかもでてくるのか
もしれませんが、とりあえず埼玉では大丈夫、というか検証不可
能でした。



35

FDI・2020・04

Hiroyasu Sakaguchi
株式会社 IMAGICA Lab.

スクを減らすことはできるでしょう。症状
がでてれば除外することはできるでしょう
が、症状がない場合には防ぎきれません。
本質的に改善しようとすると、無観客どこ
ろか無試合にするしかないでしょう。
　例えば、オムロンは CES2019 にて、
卓球ロボ「フォルフェウス」を発表してい
ます。デモとしては人間の相手をしてたわ
けですが、これを人間の相手をするのでは
なく、「目の前」の選手と同じ動きをするよ
うにしたらどうでしょうか。そして、目の
部分とラケットの部分を分離して別の場所
に置くわけです。これができるなら、別の
場所にいる二人の選手が試合をすることが
できるかもしれません。同じ場所にその二
人がいるわけではないので、これって無試
合と言えるのではないでしょうか？仮想卓
球の試合というわけです。
　スポーツクライミングなどの単独選手に
よるスポーツの場合、無試合化することは
ある程度容易でしょう。全く同条件の壁を
用意することは資金的に難しいのかもしれ
ませんが、このあたりは出力するプリンタ
の問題に還元可能なはず。そもそも現状で
も滑り止めの付き方などにより全選手が完
璧に同じ条件で実行できてるわけではない
のですから、なんとかなるんじゃないでし
ょうか。それ以前に、大量の選手を一箇所
にあつめるコストとどちらが高く付くかは
微妙な問題かもしれません。
　1 対 1 ぐらいまでならこういった仕組み
でなんとかなるとしても、多対多の試合を
実現するのはかなり困難でしょう。一人の
プレイヤーと 21 台のコピーロボットから
なる試合インスタンスが 22 組、同時実行
で繰り広げる仮想サッカーが実現できたと
して、その全 22 組におけるボールの位置
はきっちり同じ場所になるように制御可能
なのでしょうか？さすがに無理っぽい気は

しますが、まあある程度の誤差を許容とす
ることで、なんとかなるのではないでしょ
うか。14 面のプールで繰り広げられる仮
想水球の場合、水面をどうやって再現する
かが鍵になりそうです。計算がややこしそ
うですね。一番やっかいそうなのは仮想ゴ
ルフかなぁ ...n 個のゴルフ場を寸分違わず
作り出すのは大変むずかしい問題であるこ
とが予想されます。温度が違えば音速も異
なり、当然飛跡も違ってくるはずなので、
条件を揃えるのは至難の業でしょう。とい
うか、ゴルフの場合は同じホールを同時に
使うのは一人だけなので、そもそも仮想化
する必要性自体が大変希薄ではありますが。
　一流のアスリートが行うスポーツの見ど
ころは、そこらのヒトでは真似のできない
ような高度なプレイが目の前で繰り広げら
れるところにあるでしょう。それが国際的
なレベルの大会であれば、人類の到達可能
な地点を垣間見れるかもしれません。人類
という種が、100m を走り切るのに果たし
て何秒必要なのか。10 秒という壁は本質
的なのかどうか。9 秒を切ることは不可能
なのか。こういった競技それぞれがもたら
す限界値と、それを突破する瞬間を目の当
たりにするかもしれない、といったあたり
はスポーツ観戦の醍醐味の一つでしょう。
そうした限界突破もふくめて、試合が終わ
るまで何が起こるか誰にもわからない、と
いう点はコンテンツとしてのスポーツが持
つ強さです。マッチメイクさえできれば、
そこでどちらがどういう形で勝つのか負け
るのか、完璧に予想することは不可能です。
したがって実施してない試合については、
その試合が終わるまでの間、ネタバレの心
配なくコンテンツ価値を維持することが可
能です。これもひとえに、「過去のことは知
っているが未来のことは知らない」という、
現実が持っている不思議な性質のおかげで

す。
　今回 TOKYO2020 なオリンピックは
2020 年に実施されないことが濃厚になっ
たわけですが、covid-19 がなかったとし
ても、夏の暑さと大腸菌が大会運営を大い
に苦しめたことでしょう。締め切りが 1 年
伸びることでこのあたりの対策がどう充実
するかは興味あるところですが、まあ熱力
学の原理を曲げることはできないので、夏
に実施しようとする限りにおいては困難さ
が緩和することはないでしょう。ま、ここ
まで色々おこると、歴史的大冷夏とかで暑
さ問題が一気に吹き飛ぶ事態が発生するか
もしれませんが。
　ど延期が決まった翌日 3/25 の朝、川越
駅に設置してある「川越市でゴルフ競技が
実施されるまであと何日」パネルがどうな
ってるか気になって確認しに行きました。
延期は決まったけどいつまでかはわからな
いので、パネルが廃棄されてしまうんじゃ
ないかと思ったわけです。しかしながら、
パネルは破棄されることなくいつもの位置
に設置されており、しかも「あと 127 日」
としてきちんと提示されていて、ちょっと
安心しました。今後開催日が決定した段階
で、日付を修正の上使い続けて欲しいもの
です。
　なお、2020 年 2 月末にオリンピックマ
スコット「ミライトワ」（青い方のやつ）の
像が西口ペデストリアンデッキに設置され
たのですが、この日は心持ち寂しそうな表
情をしているように見えました。


